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　西欧中世における都市と農村を比較するというこの数
年の研究をまとめ，r西欧中世慣習法文書の研究一「自
由と自治をめぐる都市と農村」一』（九州大学出版会）と
して刊行した。
　本書の内容は本研究所研究課題の起点をなすものであ
ったが，同時代人のもつ「都市民」意識については未だ
手探りの状態を脱していない。「自由と自治」への認識・
期待が都市と農村とではどのような差異をもつのかにつ
いての具体的作業は今年度に残されている。ここでは
「自由と自治」について前掲書から引き出された問題点
を述べるに留めざるを得ない。
　ピレンヌ学説の再検討から出発したとも言える西欧中
世盛期の都市と農村の「自由と自治」についての研究
は，近時においては，ピレンヌ説とは対極的に，領主制
的局面から問題を見直そうとする作業に力点がおかれ，
その結果「自由と自治」をめぐって，共同体的性格の評
価が大ぎく後退し，領主の主導性が強調されることとな
った。しかしながら，逆に余りに領主制的側面を押し出
すことは，同様の罠に陥ることとなろう。慣習法文書が
「双務的契約」と規定されているように，仮に文面上で
あっても，領民の同意を取りつけた上で起草されるもの
であるから，彼らのそれへの参与のあり方，そのための
基底力を明らかにして初めて，この時期の慣習法文書の
姿を浮ぴあがらせることが出来ると思われる。
　慣習法文書の発給には，エノー伯領を中心とした地域
についてみる限り，文書の有効性をより早く把握し，時
宜に適った方法で利用する必要を認識した領主側の主導
性が大きく働いていた。もちろん，商人ギルドが早く存
在したトゥールネ，ヴァランシエンヌといった都市で
は，慣習法の成文化に対する理解が市民側にあったこと
は事実であろう。しかし，村の住民は，慣習法文書の利
点をどのような形で理解し，その起草に参与しえたの
か。ブロックが「多くの村落共同体が文書を要求し保存
しえたのは，このような文書を彼らに説明してくれる人
々一聖職者・商人・法曹家一がすぐ近くにいたから
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である」（M．Bloch）という程に，日常的具体性をもっ
て彼らはその起草に参加していたのであろうか。「全体
集会」が慣習法文書に出現し，13世紀後半以降明確に村
落管理の行政機構として再編成されていることから，こ
の場が慣習法文書を知る一つの機会となったことは想定
されるし，またメール，エシュヴァンといった，より直
接的な関係にある上層農民が法的知識をもっていたこと
も考えられる。しかし，各居住地の文書の前文には起草
のきっかけとなる直接的動機が述べられているものの，
個々の領民の動静を明らかにすることは困難である。こ
の点について，農村と都市における住民の情報の伝達状
況，教育のありかた，文書についての認識の程度を追求
することが必要と考えられる。
